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(57)【要約】
　本発明は、照明装置（２５）を有するエア処理装置（
１）によって手術領域（３）にクリーンエアのゾーン（
２）を提供するための方法および装置に関するものであ
る。本方法は、エア処理装置（１）と照明装置（２５）
、および／または、手術領域（３）は、前記エア処理装
置（１）と照明装置（２５）が手術領域（３）の上方で
且つ前記手術領域（３）と該手術領域（３）の位置する
手術施設（４）内の天井（３２）との間に配置されるよ
うな機能的位置へ移動されるかまたは移動されており、
エアが、手術施設（４）の上部からエア処理装置（１）
内へ受け入れられるかまたは取り込まれ、前記エアは、
クリーンエアのゾーン（２）を規定するクリーンエアを
提供するためのエア処理装置（１）の中でろ過され、前
記エアは、クリーンエアのゾーン（２）を規定するクリ
ーンエアが、当該クリーンエアのゾーン（２）を囲む汚
れたエア（８）よりも低い温度を持つようにするため、
手術施設（４）内のエア温度より低い温度にエア処理装
置（１）の中で冷却され、前記クリーンエアはゆっくり
と手術領域（３）に向け下方へ降下し、さらに、前記手
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明装置（２５）が手術領域（３）を照射するために設けられており、エア処理装置（
１）によって前記手術領域（３）にクリーンエアのゾーン（２）を提供する方法であって
、
　前記エア処理装置（１）と照明装置（２５）、および／または、手術領域（３）は、前
記エア処理装置（１）と照明装置（２５）が手術領域（３）の上方で且つ前記手術領域（
３）と該手術領域（３）の位置する手術施設（４）内の天井（３２）との間に配置される
ような機能的位置へ移動されるかまたは移動されており、
　エアが、前記手術施設（４）の上部からエア処理装置（１）内へ受け入れられるかまた
は取り込まれ、
　前記エアは、前記クリーンエアのゾーン（２）を規定するクリーンエアを提供するため
のエア処理装置（１）の中でろ過され、
　前記エアは、前記クリーンエアのゾーン（２）を規定するクリーンエアが、当該クリー
ンエアのゾーン（２）を囲む汚れたエア（８）よりも低い温度を持つようにするため、前
記手術施設（４）内のエア温度より低い温度に前記エア処理装置（１）の中で冷却され、
　前記クリーンエアはゆっくりと手術領域（３）に向け下方へ降下し、さらに、
　前記手術領域（３）の中および周りでクリーンエアのゾーン（２）を規定するクリーン
エアが前記エア処理装置（１）からクリーンエアの層流として放射または放出される、
ことを特徴とするクリーンエアのゾーン（２）を提供する方法。
【請求項２】
　前記エア処理装置（１）と照明装置（２５）は、前記手術領域（３）に対する移動によ
って、前記エア処理装置（１）と照明装置（２５）が手術領域（３）の上方で且つ前記手
術領域（３）と該手術領域（３）の位置する手術施設（４）内の天井（３２）との間に配
置されるような機能的位置へ移動されるかまたは移動されていることを特徴とする請求項
１に記載された方法。
【請求項３】
　前記手術領域（３）は、前記エア処理装置（１）と照明装置（２５）に対する移動によ
って、前記エア処理装置（１）と照明装置（２５）が手術領域（３）の上方で且つ前記手
術領域（３）と該手術領域（３）の位置する手術施設（４）内の天井（３２）との間に配
置されるような機能的位置へ移動されるかまたは移動されていることを特徴とする請求項
１に記載された方法。
【請求項４】
　前記エア処理および照明装置（１、２５）は、照明装置（２５）の位置が手術領域（３
）に対して変化したときエア処理装置（１）は前記照明装置（２５）と共に移動されまた
、その逆もそうであることを特徴とする請求項１または２記載の方法。
【請求項５】
　前記クリーンエアのゾーン（２）に受け入れるエアの降下速度を必要に応じて設定する
ために手術施設（４）で取り囲んでいるエア（８）に対して前記受け入れるエアの温度が
制御されることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記クリーンエアのゾーン（２）は、前記手術領域（３）に向けて下方に広がっている
ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記エア処理装置（１）に対するエアの供給は、前記エア処理装置（１）を通過するエ
アの流れを必要に応じて設定するために制御されることを特徴とする請求項１乃至６のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記クリーンエアのゾーン（２）のクリーンエアは、前記取り囲んでいるエアの温度よ
りも０．５乃至５℃低い温度にされることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に
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記載の方法。
【請求項９】
　前記クリーンエアのゾーン（２）のエアの流れは、１００乃至１５００ｍ３／時の流量
にされることを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記エア処理装置（１）は、前記手術領域（３）の上方で０．１乃至１．５ｍの高さに
配置されることを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　クリーンエアの層流として放出または放射のためのクリーンエアは、エア供給ユニット
（５）内の少なくとも１つのセル体（６）または類似物を通過するようにされていること
を特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　クリーンエアの層流として放出または放射のためのクリーンエアは、少なくとも部分的
に半球または実質的に半球の断面を有するセル体（６）、布または類似物の形状でエア供
給ユニット（５）を通過するようにされていることを特徴とする請求項１乃至１１のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　クリーンエアの層流として放出または放射のためのクリーンエアは、少なくとも１つの
ファン装置（１６）によってセル体（６）、布または類似物の形状でエア供給ユニット（
５）を通過するようにされ、そして、前記セル体（６）は、クリーンエアの流れがそこを
通過するとき本質的に当該クリーンエアの流れを分配することを特徴とする請求項１乃至
１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　クリーンエアの層流として放出または放射のためのクリーンエアは、少なくとも１つの
発泡プラスチックのセル体（６）または布の形状でエア供給ユニット（５）を通過するよ
うにされることを特徴とする請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　クリーンエアの層流として放出または放射のためのクリーンエアは、異なる圧力降下特
性を有する１以上のセル体（６）の形状でエア供給ユニット（５）を通過するようにされ
ることを特徴とする請求項１乃至１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　クリーンエアの層流として放出または放射のためのクリーンエアは、エア供給ユニット
（５）の少なくとも１つの内側および外側の部分（９、１０）を通過するようにされてお
り、前記内側部分（９）は少なくとも１つのセル体（６）または布を有し、前記外側部分
（１０）は、前記クリーンエアのゾーン（２）の外側部分（１２）が最小の乱気流を有す
るよう直線的且つ一様に分配されるクリーンエアの部分流（７）を発生するため、長さが
幅よりも４乃至１０倍大きい通気路（１１）を備えていることを特徴とする請求項１乃至
１５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記手術領域（３）の中および周りのクリーンエアのゾーン（２）は、前記クリーンエ
アのゾーン（２）の範囲および向きを定めるため視覚的に特徴付けられることを特徴とす
る請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１８】
　照明装置（２５）が手術領域（３）を照射するために設けられており、エア処理装置（
１）によって前記手術領域（３）にクリーンエアのゾーン（２）を提供する装置であって
、
　前記エア処理装置（１）と照明装置（２５）、および／または、手術領域（３）は、前
記エア処理装置（１）と照明装置（２５）が手術領域（３）の上方で且つ前記手術領域（
３）と該手術領域（３）の位置する手術施設（４）内の天井（３２）との間に配置される
ような機能的位置にあり、
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　前記エア処理装置（１）は、前記手術施設（４）の上部からエアを受け入れるかまたは
取り込むように設けられた少なくとも１つのエア吸気口（１７）を有しており、
　前記クリーンエアのゾーン（２）を規定するクリーンエアを提供するためのエアをろ過
するために前記エア処理装置（１）内にフィルタ装置（１３）が設けられており、
　前記クリーンエアのゾーン（２）を規定するクリーンエアが、当該クリーンエアのゾー
ン（２）を囲む汚れたエア（８）よりも低い温度を持つようにするため、前記手術施設（
４）内のエア温度より低い温度にエアを冷却するための装置（１４）が前記エア処理装置
（１）に設けられており、
　前記クリーンエアはゆっくりと手術領域（３）に向け下方へ降下し、さらに、
　前記手術領域（３）の中および周りでクリーンエアのゾーン（２）を規定するクリーン
エアの層流を放射または放出するために、装置（５）がエア処理装置（１）に設けられて
いる、
ことを特徴とするクリーンエアのゾーン（２）を提供する装置。
【請求項１９】
　前記エア処理装置（１）と照明装置（２５）は、前記手術領域（３）に対する移動によ
って、前記エア処理装置（１）と照明装置（２５）が手術領域（３）の上方で且つ前記手
術領域（３）と該手術領域（３）の位置する手術施設（４）内の天井（３２）との間に配
置されるよう設けられた機能的位置にあることを特徴とする請求項１８に記載された装置
。
【請求項２０】
　前記手術領域（３）は、前記エア処理装置（１）と照明装置（２５）に対する移動によ
って、前記エア処理装置（１）と照明装置（２５）が手術領域（３）の上方で且つ前記手
術領域（３）と該手術領域（３）の位置する手術施設（４）内の天井（３２）との間に配
置されるよう設けられた機能的位置にあることを特徴とする請求項１８に記載された装置
。
【請求項２１】
　前記エア処理および照明装置（１、２５）は、照明装置（２５）の位置が手術領域（３
）に対して変化したときエア処理装置（１）は前記照明装置（２５）と共に移動されるよ
うに相互に連結されまた、その逆もそうであることを特徴とする請求項１８または１９に
記載の装置。
【請求項２２】
　手術領域（３）が位置している手術施設（４）の天井（３２）は、支持フレーム部材（
３２ａ）の直下に配置された天井部材（３２ｂ）だけでなく支持フレーム部材（３２ａ）
とからなり、さらに、エア処理装置（１）と照明装置（２５）は天井部材（３２ｂ）と手
術領域（３）の間に配置されていることを特徴とする請求項１８乃至２１のいずれか１項
に記載された装置。
【請求項２３】
　前記エア処理装置（１）の部分が支持フレーム部材（３２ａ）と天井部材（３２ｂ）の
間に配置され、前記エア処理装置（１）の他の部分と照明装置（２５）は天井部材（３２
ｂ）と手術領域（３）の間に配置されていることを特徴とする請求項２２に記載された装
置。
【請求項２４】
　前記支持フレーム部材（３２ａ）と天井部材（３２ｂ）の間に配置された前記エア処理
装置（１）の部分と、天井部材（３２ｂ）と手術領域（３）の間に配置されている前記エ
ア処理装置（１）の他の部分とは、堅い、および／または、柔軟なエア管路（３３）を介
して相互連結されていることを特徴とする請求項２３に記載された装置。
【請求項２５】
　前記照明部材（２５）は、エア処理装置（２５）の上および／または、その近くに設け
られ、もしくは、エア処理装置の部分の上および／または、その近くに設けられているこ
とを特徴とする請求項１８乃至２４のいずれか１項に記載された装置。
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【請求項２６】
　前記装置は、クリーンエアのゾーン（２）のクリーンエアの温度を設定するための制御
装置および／または、クリーンエアのゾーン（２）におけるエアの速度を制御するために
ファン装置（１６）の速度を制御する制御装置を備えることを特徴とする請求項１８乃至
２５のいずれか１項に記載された装置。
【請求項２７】
　クリーンエアの層流を放射または放出するための装置（５）を介して流れるエアを供給
および取り込むためにエア処理装置（１）にファン装置（１６）が設けられており、さら
に、前記クリーンエアの層流を放射または放出するための装置は、前記流れがそこを通過
するときクリーンエアの流れを本質的に分配するよう設けられていることを特徴とする請
求項１８乃至２６のいずれか１項に記載された装置。
【請求項２８】
　クリーンエアのゾーン（２）を規定するエアを冷却するための冷却装置（１４）は、外
部の熱伝達または冷却媒体システム、冷えたドレン水または類似物と相互連結されている
ことを特徴とする請求項１８乃至２７のいずれか１項に記載された装置。
【請求項２９】
　クリーンエアのゾーン（２）を規定するエアを冷却するための冷却装置（１４）は、前
記エア処理装置（１）に設けられた冷却用コンブレッサーまたは同種の冷却用機械と相互
連結されていることを特徴とする請求項１８乃至２７のいずれか１項に記載された装置。
【請求項３０】
　クリーンエアのゾーン（２）を規定するエアを冷却するための冷却装置（１４）は、熱
電子装置であることを特徴とする請求項１８乃至２７のいずれか１項に記載された装置。
【請求項３１】
　前記フィルタ装置（１３）は、手術の適用要件に対応したフィルタ等級であることを特
徴とする請求項１８乃至３０のいずれか１項に記載された装置。
【請求項３２】
　前記エア処理装置（１）は、当該エア処理装置（１）を前記手術領域（３）に対し異な
る位置に位置付け、および／または、異なる手術領域（３）の間での移動を許容する懸垂
装置（２０）に設けられていることを特徴とする請求項１８、１９および２１乃至３１の
いずれか１項に記載された装置。
【請求項３３】
　前記懸垂装置（２０）は、前記手術領域（３）の配置される手術施設（４）の天井（３
２）に結合されるか、または、手術施設（４）の可動ユニットに設けられていることを特
徴とする請求項３２に記載された装置。
【請求項３４】
　前記クリーンエアの層流を放射または放出するための装置は、クリーンエアの層流（７
）を発生するよう設けられた少なくとも１つのセル体（６）または類似の多孔性材料を有
するエア供給ユニット（５）からなることを特徴とする請求項１８乃至３３のいずれか１
項に記載された装置。
【請求項３５】
　前記クリーンエアの層流を放射または放出するための装置は、少なくとも部分的に半球
または実質的に半球の断面を有するエア供給ユニット（５）からなることを特徴とする請
求項３４に記載された装置。
【請求項３６】
　前記クリーンエアの層流を放射または放出するための装置は、１つの内側部分と１つの
外側部分（９、１０）を備えた少なくとも１つのセル体（６）を有するエア供給ユニット
（５）からなり、さらに前記内側部分（９）はその通気クリーンエアが前記外側部分（１
０）よりも大きい圧力降下を受けることを特徴とする請求項１８乃至３５のいずれか１項
に記載された装置。
【請求項３７】
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　前記クリーンエアの層流を放射または放出するための装置は、内側部分と外側部分（９
、１０）がセル体材料、布、または通気路から構成されるセル体（６）を有するエア供給
ユニット（５）からなることを特徴とする請求項１８乃至３６のいずれか１項に記載され
た装置。
【請求項３８】
　前記クリーンエアの層流を放射または放出するための装置は、セル体材料または布から
なる内側部分（９）と、管路状の通気路（１１）からなりクリーンエアのゾーン（２）の
外周部（１２）における乱気流が可及的に小さくなるようにするためその長さが幅よりも
４乃至１０倍大きい外側部分（１０）とを備えたセル体（６）または布を有するエア供給
ユニット（５）からなることを特徴とする請求項１８乃至３７のいずれか１項に記載され
た装置。
【請求項３９】
　前記クリーンエアの層流を放射または放出するための装置は、開口セルを持つ発泡性プ
ラスチックまたは布から構成または含むセル体（６）または布を有するエア供給ユニット
（５）からなることを特徴とする請求項１８乃至３８のいずれか１項に記載された装置。
【請求項４０】
　前記エア処理装置（１）は、前記手術領域（３）の上方に配置されさらに前記エア吸気
口（１７）、前記フィルタ装置（１３）、前記冷却装置（１４）および前記クリーンエア
の層流を放射または放出するための装置（５）を備えたコンテナー（１８）を含むことを
特徴とする請求項１８乃至３９のいずれか１項に記載された装置。
【請求項４１】
　前記照明装置（２５）は、前記手術領域（３）を照射するのに適しており、さらに前記
クリーンエアの層流を放射または放出するための装置（５）を介して垂直または実質的に
垂直に通る幾何学的な中心軸（Ｃ）の周りに設けられた複数のランプ（２９）を含むこと
を特徴とする請求項１８乃至４０のいずれか１項に記載された装置。
【請求項４２】
　前記ランプ（２９）は、前記中心軸（Ｃ）を囲む環状ブラケット（２６）に設けられて
いることを特徴とする請求項４１に記載された装置。
【請求項４３】
　前記エア処理装置（１）は、前記クリーンエアの層流を放射または放出するための装置
（５）が下方に向けて設けられた下面（１９）を持つ円柱状または実質的に円柱状のコン
テナ（１８）を含んでおり、
　前記コンテナー（１８）および前記クリーンエアの層流を放射または放出するための装
置（５）は、幾何学的な、および垂直方向の中心軸（Ｃ）と芯だし、または実質的に芯だ
しされており、
　前記コンテナー（１８）は、懸垂装置（２０）に設けられており、さらに、
　前記照明装置（２５）は、前記懸垂装置（２０）および／または、前記コンテナー（１
８）に設けられている、
ことを特徴とする請求項４０乃至４２のいずれか１項に記載された装置。
【請求項４４】
　前記コンテナー（１８）の対向する側の部材は、前記コンテナー（１８）に対し水平方
向または実質的に水平方向で且つ正反対方向の幾何学的軸（Ｈ）の周りで前記コンテナー
（１８）が旋回可能なように前記懸垂装置（２０）に設けられていることを特徴とする請
求項４０乃至４３のいずれか１項に記載された装置。
【請求項４５】
　前記エア処理装置（１）は、前記クリーンエアの層流を放射または放出するための装置
（５）が下方に向けて設けられた下面（１９）を持つコンテナ（１８）を含んでおり、
　前記コンテナー（１８）は、当該コンテナー（１８）を前記手術領域（３）に対し異な
る位置に位置付け、および／または、異なる手術領域（３）の間での移動を許容する懸垂
装置（２０）に設けられており、さらに、



(7) JP 2009-528126 A 2009.8.6

10

20

30

40

50

　前記コンテナー（１８）内には、前記エア吸気口（１７）を介して供給されるエアが、
当該エアをろ過するためのフィルタ装置（１３）へおよび当該フィルタ装置（１３）を介
して流れるようにするためのファン装置（１６）、前記エアを冷却するための冷却装置（
１４）および前記クリーンエアの層流を放射または放出するための装置（５）が設けられ
ている、
ことを特徴とする請求項１８、１９および２１乃至４４のいずれか１項に記載された装置
。
【請求項４６】
　前記手術領域（３）の中および周りのクリーンエアのゾーン（２）の範囲および向きを
視覚的に特徴付けるための装置が前記エア処理装置（１）に設けられていることを特徴と
する請求項１８乃至４５のいずれか１項に記載された装置。
【請求項４７】
　前記手術領域（３）の中および周りのクリーンエアのゾーン（２）の範囲および向きを
視覚的に特徴付けるための装置は、前記クリーンエアの層流を放射または放出するための
装置（５）の周りに設けられた照明装置を含むことを特徴とする請求項４６に記載された
装置。
【請求項４８】
　前記照明装置は、前記クリーンエアの層流を放射または放出するための装置（５）の周
りでリングに配置され、さらに前記手術領域（３）に向け着色および／または、白色光を
放射する複数の発光ダイオードから構成されることを特徴とする請求項４７に記載された
装置。
【請求項４９】
　前記手術領域（３）は、手術台により形成または規定されることを特徴とする請求項１
８乃至４８のいずれか１項に記載された装置。
【請求項５０】
　前記装置は、執刀医が本来、前記クリーンエアのゾーン（２）の外側に確認されるよう
前記手術領域（３）周りの限定された範囲を有するクリーンエアのゾーン（２）を提供す
るために使用されることを特徴とする請求項１８乃至４９のいずれか１項に記載された装
置の利用。
【請求項５１】
　前記装置は、患者が前記執刀医のために感染するリスクを減少させるために、および／
または、前記手術領域（３）から有毒な気体を除去するために前記手術領域（３）の中お
よび周りにクリーンエアのゾーン（２）を提供するために使用されることを特徴とする請
求項１８乃至４９のいずれか１項に記載された装置の利用。
【請求項５２】
　前記装置は、クリーンエアのゾーン（２）の範囲および向きを視覚的に特徴付けること
で、手術領域（３）以外の他の作業領域またはその周りに前記クリーンエアのゾーン（２
）を提供するために使用されることを特徴とする請求項４６乃至４８のいずれか１項に記
載された装置の利用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エア処理装置によって手術領域にクリーンエアのゾーンを提供するための方
法および装置に関するものであり、そこには手術領域を照らす照明装置が設けられている
。本発明はまた、前記装置の利用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　手術領域を換気する目的は、手術を受ける患者の感染を可能な限り避けることにある。
感染は、手術領域を汚染する細菌を搬送する空中浮遊粒子により引き起こされる。特に、
執刀医は空中浮遊粒子を発生する。手術施設内で感染が広がる主な理由のひとつは、露出
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した患者の手術領域にこれらの粒子が直接降下することである。
【０００３】
　現在の改良された手術施設用の換気装置において、手術用の照明は、ほとんどの場合、
所謂ＬＡＦ（層状のエアフロー）－天井、すなわち、層状で下方に向かう空気の流れと手
術領域との間に配置されている。その手術用の照明は、ひとつにはその配置により、さら
に、もうひとつには照明の加熱の影響でエアの対流によりエアの流れを乱す。いずれの乱
れもエアの澱みを生じ、そこでは細菌を搬送する空中浮遊粒子が集中し、手術領域での細
菌の増殖のための重要で危険な要素となっている。
【０００４】
　現在の換気天井、所謂、ＬＡＦ－天井は、大抵の場合、病院内に固定して建設された基
盤設備／エア処理プラントに結合されている。この基盤設備は、その据付の間、多大な技
術を必要とし、さらにその基盤設備とは、ほとんどの場合、建造物あるいは暖房設備と、
その据付を遂行する受託業者による水および衛生設備である。技術および受託業者の作業
はほとんどの場合、地元の、暖房、水、衛生関係の技術者および受託業者によりもたらさ
れる。彼らは、大抵の場合、医学および感染の伝播についてはほとんど知見を持たない。
【０００５】
　また、現在の換気天井、所謂、ＬＡＦ－天井は、天井と手術領域の間に配置された設備
を補うため非常に大量のエアの流れを必要とする。さらに、現在の換気装置は、手術施設
の天井内に固定して作られているので、手術施設内で起きるすべての外科手術（で必要な
エア流量）を賄わなければならない。それにより、換気装置は大きくなり、大量のろ過さ
れた換気エアを必要とし、その結果、高価で、持て余すほど大きい設備となり、さらに高
い運転コストがかかる。
【０００６】
　大きな換気天井は、また、天井の広がりの中で発生される執刀医の対流の流れを、その
サイズにわたり、賄わなければならない。細菌を搬送する粒子の実質的な部分はこれら対
流の流れの中で発生する。
【０００７】
　クリーンエアのゾーンを提供する方法および装置は例えば米国特許第５１６７５７７号
明細書および国際公開第２００５／０１７４１９号パンフレットにより以前から知られて
いる。しかし、これら方法および装置は手術領域のためのクリーンエアのゾーンを発生さ
せるのに特に適しているわけではない。米国特許第６８１１５９３号明細書は、とりわけ
手術領域用のエア処理装置に関するものであるが、この装置は水平方向にエアを吹き出す
のに適している。この装置は手術施設内で周辺のエア温度に関連させて供給エアの温度を
考慮するものでなく、また手術施設内での熱的ゾーンを考慮するものでもない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、本発明の目的は、特に手術領域と結合して使用するのに適した方法および
装置を提供することにある。そして、これは後述の請求項１を特徴付ける手段を含む方法
を介し、さらに、後述の請求項１８を特徴付ける特色を有する装置によって達成される。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　エア処理装置と照明装置を結合し、そして手術領域の上方にそれらを配置、または、逆
に手術領域を、エア処理装置と照明装置の下方で確認できるように配置し、そしてエアの
流れが低く、手術領域では限定した広がりを有するクリーンエアのゾーンを定めるように
クリーンエアを放射または放出する前記エア処理装置を設計することによって、周囲の汚
れたエアとの干渉を最小限とすることが達成され、同時に、手術領域の最適な照明が得ら
れる。またさらに、手術領域上方での澱みのゾーンが回避され、執刀医からの細菌搬送空
中浮遊粒子が手術領域に達するのを防ぐ。というのは、その粒子を発生する執刀医は、本
来手術領域の外側にいるからである。換言すれば、手術領域での照明が最適にされるとき
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、手術領域だけでなく照明に関係するエア供給も同時に最適にされる。照明がいかように
位置付けされるかにかかわらず、換気がそれと一緒に移動され、そして、そうでない場合
に生ずる通常の澱みが除去される。さらに、感染に対するリスクが減少され、設備に対す
る素人の依存度が減少され、医学関係の提出文書の可能性が増大し、エネルギコストおよ
びメンテナンスのコストが減少され　そして、音量のレベルも低くなる。
【００１０】
　本発明の他の目的および利点は、添付の図面および以下の好適実施例の詳細な説明を当
業者が検討すれば明白となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図に示されるエア処理装置は医療中の手術領域にクリーンエアのゾーン２を提供するの
に適しており、そこでは照明装置２５が手術領域３を照らすため設けられている。エア処
理装置１と照明装置２５は、その実施例において、移動可能であるように示されており、
また手術領域の上部で且つ前記手術領域と手術施設４の天井３２の間の機能的な位置に配
置されている。代替的に、エア処理装置１と照明装置２５が固定されている場合、手術台
のように好適に形成されるかまたは規定された手術領域３は、エア処理装置１と照明装置
２５が手術領域３と手術施設４の天井３２の間になお確認されるような機能的な位置に配
置を置き換えることも可能である（図７参照）。
【００１２】
　手術領域３の有る手術施設４の天井３２は、好適には、支持フレーム部材３２ａの直下
の天井部材３２ｂだけでなく支持フレーム部材３２ａからなる。（図７参照）こうして、
エア処理装置１と照明装置２５は、天井部材３２ｂと手術領域３の間にあるそのような実
施例の配置である。しかし、代替的には、図７のように、エア処理装置１は、その部分が
支持フレーム部材３２ａと天井部材３２ｂの間にあるようにし、一方、そのエア処理装置
の他の部分と照明装置２５が天井部材３２ｂと手術領域３との間に位置するように設計さ
れることが可能である。それによって、エア処理装置１の異なる部分は、固定、および／
または、柔軟性のあるエア管路３３を介して結合される。
【００１３】
　クリーンエアのゾーン２を規定するフィルタ装置１３が、クリーンエアを提供するため
のエアをろ過するように設けられている。エアの冷却、および／または、冷却されたエア
を取り入れる装置１４がクリーンエアを与えるよう設けられており、その装置は、クリー
ンエアが手術領域３に向けてゆっくり下方へ降下するよう、クリーンエアのゾーン２の周
囲の汚れたエアよりも低い温度を有する、クリーンエアのゾーン２を規定している。エア
処理装置１は、冷却装置１４または、熱伝達液、冷却媒体、冷却したドレン水または類似
物をそなえたユニットに結合されることが可能である。冷却用コンブレッサーまたは類似
の冷却機械を使用する例では、これはエア処理装置の内部または外部に設けられ、熱伝達
または冷却用媒体の導管を介して結合される。大抵の冷却装置はいろんな形態で無駄な熱
を発生していることに言及すべきであるが、本発明ではこうした無駄な熱の有無に制約さ
れるものではない。エア処理装置１は、例えば通常の冷えたドレン水に結合することが可
能である。また、エア処理装置１は、病院の冷却プラントで作られる熱伝達または冷却用
媒体を有する外部の熱伝達または冷却用媒体システムと、あるいは、最終的には、無駄な
熱のことを考慮する必要のない外部の冷却機械に結合されることが可能である。
【００１４】
　クリーンエアのゾーン２を規定する装置５がクリーンエアの層流を放射または放出する
よう設けられている。クリーンエアの層流を放射または放出するこの装置５は、好適には
、エア供給ユニットを有する。このユニットは、少なくとも部分的には、セル体６または
その類似物からなり、周囲の汚れたエアがクリーンエアのゾーン２の中へ混入するリスク
を最小限にするため層状の部分流のクリーンエアを発生するものである。そのセル体６は
、開口したセルおよび／または、布を備えた材料から構成される。そのセル体６は、内側
部分９と外側部分１０からなり、その内側部分は、通過するクリーンエアが外側部分より
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も大きな圧力降下を受けるように設けられている。図４から明らかなように、セル体６の
内側部分９と外側部分１０は、セル体の材料から構成される。図５から明らかなように、
セル体６の内側部分９はセル体の材料から構成され、外側部分１０は管状の通過流路１１
であって、その長さは幅の４乃至１０倍で構成される。これにより、クリーンエアのゾー
ン２の外周部分は最小の乱れとなるようにすることが可能である。
【００１５】
　手術領域３の周囲で明確に限定された範囲でクリーンエアのはっきりしたゾーン２のク
リーンエアを放射または放出するために、エア供給ユニット５は好適には、少なくとも部
分的に半球、実質的には半球、または他の形状を有する。これによって、および好適には
、クリーンエアのゾーン２内でのクリーンエアの層流に沿って、クリーンエアのゾーン２
に対し、執刀医が手術領域３の前記クリーンエアゾーンの外側に実質的に確認されるよう
な範囲を与えることが可能となる。
【００１６】
　エア供給ユニット５に向けて流れるようにされた汚れたエア８はフィルタ装置１３を通
過し、手術領域３のクリーンエアのゾーン２を形成するのに十分なクリーン度となるよう
にされる。このフィルタ１３は好適には、交換可能なフィルタエレメントを有するならど
んな適当な形式のものでもよい。
【００１７】
　クリーンエアのゾーン２を規定する冷却装置１４はエア温度を低くするよう設けられて
おり、この中でエアは汚れたエア８の周囲よりも低い温度となる。このことは、クリーン
エアのゾーン２の中のエアが降下できることに寄与するものであり、それにより、クリー
ンエアゾーンへの汚れたエアの混入を最小限にすることを可能にする。冷却装置１４は、
好適には、通過するクリーンエアの温度およびクリーンエアのゾーン２におけるエア流速
が可変に制御される。クリーンエアのゾーン２における温度は、例えば、汚れたエア８の
周囲よりも０．５乃至５℃低く、さらに、クリーンエアのゾーンにおけるエアの流量は、
好適には、１５００ｍ３／時である。
【００１８】
　エア供給ユニット５へのクリーンエアの流れ１５は、好適には、ファン装置１６によっ
て供給される。このファン装置１６はクリーンエアの流れ１５の流速を制御するため制御
可能とされることが可能である。ファン装置１６により発生されるクリーンエアの流れ１
５は、本質的に、エア供給ユニット５によって、その流れが主として周囲温度に対しより
低い温度であることに起因してゆっくりと下方へ降下するように分配される。
【００１９】
　また、エア処理装置１は、少なくとも１つのエア吸気口１７を有する。エア吸気口１７
は手術施設４の上部からエアを受け入れまたは取り入れるために設けられている。
【００２０】
　エア処理装置１は、その下側の面にコンテナー１８を有しており、エア供給ユニット５
を下方に向けて設けている。コンテナー１８は、手術施設４の天井３２から、または手術
施設で移動できるユニットから吊り下げられた懸垂装置２０を介している。懸垂装置２０
は、手術領域３に対し異なる位置にコンテナー１８を設置、および異なる手術領域３の間
で最終の移動を行うことを可能にする。
【００２１】
　前記の懸垂装置２０は、例えば、天井台２１、第１水平アーム２２、第２水平アーム２
３、および半円状水平アーム２４を備えており、前記第１水平アーム２２は１つの垂直軸
の周りで前記台２１に対して旋回可能となるように前記台２１上に設けられており、前記
第２水平アーム２３は、１つの垂直軸の周りで前記第２水平アーム２３に対して旋回可能
となるように前記第２水平アーム２３上に設けられており、また、前記半円状水平アーム
２４は、１つの垂直軸の周りで前記半円状水平アーム２４に対して旋回可能となるように
前記半円状水平アーム２４上に設けられている。コンテナー１８の２つの対向する側にあ
る部材が半円状水平アーム２４のところに設けられており、従って、コンテナー１８は、
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水平または実質的に水平で且つコンテナー１８に対し正反対に向いた軸Ｈの周りでアーム
２４に対し旋回できるようにされている。
【００２２】
　コンテナー１８は、円柱状または実質的に円柱状であり、幾何学的な、および垂直また
は実質的に垂直な中心軸Ｃに関して、エア供給ユニット５と共に芯だしまたは、実質的に
芯だしされることが可能である。また、コンテナー１８は、エア吸気口１７を備え、さら
にフィルタ装置１３、冷却装置１４およびファン装置１６を有するよう設計することが可
能である。
【００２３】
　照明装置２５は、エア処理装置１の上および／または、エア処理装置１の近くに、もし
くは、エア処理装置１の構成部分の上および／または、その構成部分の近くに設けられる
ことができる。図１の実施例において、照明装置２５は、中心軸Ｃに関し芯だしされた環
状のブラケット２６を有する。照明装置２５は、ブラケット２７を介してアーム２４と結
合されるかまたは、コンテナー１８に結合されることが可能であり、その場合には、前記
コンテナーがアーム２４に対し旋回すると、そのコンテナーの動きに追従する。複数、例
えば３個の、ランプ２９を備えたランプホルダー２８が環状のブラケット２６に設けられ
ており、前記ランプ２９は手術領域３を照らすことができるように向けられる。前記ラン
プ２９は、好適には、中心軸Ｃの周りで均等に配置される。
【００２４】
　図６から明らかなように、照明装置２５は他の方法で設けられ設計されることが可能で
ある。かくして、照明装置２５は１つ以上の照明ユニット３０、３１を有し、その各ユニ
ットに１つ以上のランプ２９を備えることが可能である。照明ユニット３０、３１は、好
適には、エア処理装置１と同じ懸垂装置２０に取付けられる。照明装置２５は上述し図面
に示したもの以外の他の方法で設計されることも可能である。
【００２５】
　上述した代表的な装置によって、執刀医は手術領域の照明および、同時に手術領域だけ
でなく照明に関連してエアの供給を最適化することができる。執刀医が照明装置をどのよ
うに配置するかにかかわらず、換気はそれと一緒に移動され、その逆もそうである。
【００２６】
　エア処理装置１は、クリーンエアのゾーン２を発生させるために手術領域３のところで
使用され、そして、このクリーンエアのゾーン２は、執刀医および手術施設４の他の物品
が主として確認される範囲の外側のはっきりとした領域を有する。
【００２７】
　手術領域３の内部および周囲でクリーンエアのゾーン２の範囲や向きを視覚的に特徴付
ける（可視化する）ために、エア処理装置１は、ある装置、好適には、照明装置（図示せ
ず）を備えることが可能である。この照明装置は、クリーンエアの層流を放射または放出
するための装置５、好適には、エア供給ユニットの周りに配置されることが可能である。
好適実施例においては、この照明装置は、前記装置またはエア供給ユニット５の周りにリ
ング状に配置された発光ダイオードから構成することが可能である。これら発光ダイオー
ドは着色したおよび／または、白色光を放射する。
【００２８】
　手術領域とは別の作業領域でまたはその周囲でクリーンエアのゾーン２を、当該クリー
ンエアゾーンの範囲および向きを可視化して提供することが所望される場合、そうした目
的のために上述した装置をこれらの作業領域にて利用可能であることは明白である。
【００２９】
　また、エア処理装置１は、好適には、感染を制御する換気として、および／または、感
染の伝播を制御するための換気として、および／または、手術領域３の保護的な換気とし
て、もしくは手術領域から有毒な気体を除去するために使用されることが可能である。
【００３０】
　本発明は、上述され図面に示したものに限定されるものではなく、後に続く特許請求の



(12) JP 2009-528126 A 2009.8.6

10

20

30

範囲に記載した技術的思想の範囲で変形されることが可能である。上で述べたように、エ
ア供給ユニット５は、コンテナー１８上にて他の方法で配置されることが可能であり、そ
してもしコンテナーがあるならそのコンテナーは他の方法に設計されることが可能である
。フィルタ、冷却およびファン装置１３、１４、１６は、コンテナー１８とは別の方法で
設けられることが可能であり、さらに、懸垂装置２０は上述し図面に示したものとは別の
方法で設計されることが可能である。
【００３１】
　エア供給ユニット５は、少なくとも半球、または実質的に半球形状または、実質的に半
球状の断面以外の他の形状を有することが可能である。他の形状の１つの例としては、半
球の断面を有する細長い形状のものがある。そのような形状の他の例としては、エア供給
ユニット５の下部が半球または実質的に半球であってその上部が他の形状をしている場合
である。冷却装置１４は熱電子装置とすることが可能である。クリーンエアのはっきりし
たゾーン２を発生させるだけでなく当該クリーンエアゾーン２において層流のエアを放射
または放出する装置５は同一の装置または異なる装置とすることが可能である。
【００３２】
　最後に、結合したエア処理装置および照明装置１、２５は、ワイヤまたは同等物で垂下
しながら横方向から、および車輪上のフレームから懸垂されることで手術領域３に対し交
互に移動されることが可能であり、さらに、エア処理装置および照明装置１、２５は、上
述した以外の他の方法で互いに、結合されることが可能であるということが主張されるべ
きである。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明によるエア処理装置を備えた手術領域の透視図である。
【図２】図１による本発明のエア処理装置の拡大透視図である。
【図３】図１による本発明のエア処理装置の、一部を断面とした概略の側面図である。
【図４】図１による本発明のエア処理装置の、エア供給ユニットの部分を通る断面図であ
る。
【図５】図１による本発明のエア処理装置の、代替的なエア供給ユニットの部分を通る断
面図である。
【図６】代替的な照明装置を有する図１による本発明のエア処理装置の透視図である。
【図７】代替的なエア処理装置および照明装置ならびに代替的な手術領域の概略の側面図
である。
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【要約の続き】
術領域（３）の中および周りでクリーンエアのゾーン（２）を規定するクリーンエアが前記エア処理装置（１）から
クリーンエアの層流として放射または放出されることを内容とする。本装置は、それ故、上記方法で提供される機能
的位置にあるエア処理装置（１）と照明装置（２５）、および／または、手術領域（３）のほかに、少なくとも１つ
の前記エア受け入れまたは取り込み用の吸気口、前記ろ過用のフィルタ装置、前記エア冷却用装置および前記クリー
ンエアの層流を放射または放出する装置から構成される。
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